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令和７年度 第４回広陵町定例教育委員会 会議 

○ 開会及び閉会 

 

○ 出席委員の議席番号、職名及び氏名 

     （教育長）植村佳央、 １番委員：（教育長職務代理者）松井秀史、 

 ２番委員：岡野聡子、３番委員：臼井有香、 ４番委員：村田浩子 

 

委員の他、会議に出席した者の職名及び氏名 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

          

 

 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について 「子ども未来応援講座」 

教育長  それでは議案の方に移らせていただきます。まず一つ目です。後援名義の使用許可

申請について、「子ども未来応援講座」一般社団法人マイ・リングから申請が上がっております。

教育総務課指導主事、説明をお願いします。   

教育総務課指導主事  はい。一般社団法人マイ・リングから「子ども未来応援講座」の申請

が出ています。１１ページをご覧ください。事業の概要は、子どもの可能性を広げるために脳科

学を使った親子間コミュニケーションの話と子どもを応援するために将来必要なお金の話をする、

ということです。目的は、親子間の理解を深め、子どもの才能を発見し、家庭での効果的なコミ

ュニケーション方法を学ぶとともに、子育て世代の経済面の不安を解消するための知識を提供す

ることで、参加者に心身ともに健康で笑顔あふれる家庭を目指してもらう、とのことです。参加

対象者は０歳～１３歳の子どもとその保護者で、定員は各回先着１５組程度、開催日時は９月２

０日（土）１０時から１２時までと、９月２４日（水）９時３０分から１１時３０分までで参加

費は無料です。開催場所は、９月２０日はグリーンパレス、９月２４日は河合町のまほろばホー

ルです。１４ページに収支予算書、１５ページに役員名簿、１６，１７ページに配布予定のチラ

シ、１８ページから２０ページに臨時社員総会議事録、２１ページから２８ページにマイ・リン

グの定款、２９ページから４７ページには過去の開催実績等が添付されています。なお、マイ・

リングからは５月に「キッズ・マネースクール お買い物大作戦」の申請が出ていまして、本資

料の４，５ページにその内容が記載されています。以上です。ご審議よろしくお願いします。   

教育長  ありがとうございます。今、説明をしていただきました。かなり資料をつけていた
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だいておりますが、委員の皆様から何かご意見はございませんでしょうか。教育総務課指導主事、

マイ・リングからは以前同じような申請はありましたか。   

教育総務課指導主事  先ほども申しましたように５月に「キッズ・マネースクール お買い

物大作戦」が出されておりまして、昨年度も同じような形で出されていたかと思います。今回会

場が広陵町会場と河合町会場という形になっておりますので、河合町にも後援名義申請をされて

いて、先日、河合町の定例教育委員会で承認されたということを河合町の担当から聞かせていた

だきました。 

教育長  わかりました。ありがとうございます。河合町ではもう承認されたということです。

委員の皆様どうでしょうか。よろしいですか。   

委員Ｂ  はい。勧誘さえなければ、全く問題ないかなと思います。   

教育長  ありがとうございます。他によろしいでしょうか。委員Ａさん何かございますか。  

委員Ａ  代表の方の資格が子育て診断士、組織診断士、キッズマネースクール認定講師とな

っているのですが、この診断士の資格というのは、どこが認定した資格でしょうか。わかります

か。例えば、国の経済産業省とか厚生労働省の資格とかいうそういう背景がわからない。それが

わかれば、より明確かなというふうに思いました。内容については、特に認定できないというも

のではないと思いますが、この一般社団法人というのがどういうものなのか私もよくわからない

のですが。この法人を維持するためにどういうふうな収入があって、どういうふうな形で活動を

維持しておられるのか、その辺りを教えていただければありがたいです。  

教育長  教育総務課指導主事、わかりますか。   

教育総務課指導主事  最近、金融教育という形でキッズ・マネー・スクールというロゴが入

っているチラシが多くなってきていると思うのですが、キッズ・マネー・スクールという組織の

中で認定された講師、診断士ということで、組織が指名して各地で話をしているのではないかな

と思います。この会場代等はキッズ・マネー・スクールが出しているということは聞いておりま

す。あとの詳細は聞いておりません。 

教育長  細かい点はわからないんですけど、とりあえず承認ということでよろしいでしょう

か。ありがとうございます。それでは、一つ目の後援名義は承認をさせていただきます。   

 

議案（１）後援名義使用許可申請について 「さくらサーカス奈良公演ＩＮ平城京跡」 

教育長  続いて、二つ目。別紙がございます。「さくらサーカス奈良公演ＩＮ平城京跡」で

すね。サーカスの公演ということになります。これは奈良県の教育委員会全てに申請されていま

すね。詳しくは教育総務課指導主事、説明をお願いします。    

教育総務課指導主事  ＳＡＫＵＲＡＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮ株式会社から「さくらサーカス奈

良公演ＩＮ平城京跡」の申請が出ております。別紙をご覧ください。事業の概要は、モナコ主宰

の世界最高峰サーカス大会で金賞を受賞し、世界１０カ国から集結したトップレベルのアーティ

ストが織りなす感動的なパフォーマンスを行うということです。目的は、地域住民に質の高い文

化芸術の機会を提供し、情操教育に貢献すること、奈良県内の児童福祉施設に通所・在籍してい

る子どもたちを無料で招待する社会貢献活動を通じて、子どもたちの豊かな人間性の育成に寄与

すること、平城宮跡という歴史的価値の高い場所での開催を通じ、地域活性化と観光振興に貢献

すること、の３点です。実施日は令和７年１１月１５日（土）～令和８年３月８日（日）で、午

後１時から午後９時までです。開催場所は奈良市三条大路４丁１－２の平城京跡特設会場で、対

象者は奈良県内の子どもから大人まで全年齢ということです。参加費は１，０００円からで詳し

くは２ページの下の方に書かれています。また、児童養護施設の子どもたちを無料招待するとの

ことです。３ページ、４ページに収支予算書、５ページに役員名簿、６ページに参考として堺公

演のチラシ、７ページから１０ページにさくらサーカスの概要説明が、１１ページから１７ペー

ジＳＡＫＵＲＡＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮ株式会社の定款が添付されています。以上です。ご審議お
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願いします。   

教育長  これは県内の市町村全部に申請しているということですが、どこが承認したとか、

そいうことはまだですよね。   

教育総務課指導主事 広陵町が一番早いと思います。  

教育長 どうでしょうか。委員の皆さんから何かご質問またご意見等がございましたらお願い

します。 

教育総務課指導主事  すみません。６ページの堺公演のチラシには後援された市町名がたく

さん掲載されています。こういうふうな形で奈良県でも申請を出しておるのかなと思います。   

教育長  ありがとうございます。何かご意見ございますでしょうか。   

委員Ａ  よろしいですか。ちょっとネットで調べると、非常に内容的には良いようですね。

ただ、混雑時、子どもたちが押し合いへし合いしたときの安全性の配慮ですね、そこをしっかり

できているかどうか。それは、確認した方がいいと思います。   

教育長  ありがとうございます。安全面の配慮についてこういうご意見があったということ

で、ちょっと知っておいてもらえばいいかなということですね。委員Ｂさん、よろしいですか。   

委員Ｂ  はい。大丈夫だと思います。規模が大きい取組ですし、ちゃんとされているのかな

と思いますので、大丈夫だと思いました。   

教育長  はい、ありがとうございます。委員Ｃさん、どうでしょうか。   

委員Ｃ  いろいろ福祉への取組なども書かれていますし、問題はないと思います。   

教育長  委員Ｄさんはどうですか。   

委員Ｄ  はい、大丈夫です。   

植村教育長  ありがとうございます。それでは、これについても承認ということでお願いし

ます。議案については以上でございます。 

続いてその他です。「７０周年記念カルタ」の絵札候補選抜についてはt図書館長、説明お願

いします。   

 

その他 

図書館長  図書館では広陵町町制７０周年記念イベントということで、町内の子どもにカル

タの絵札を募集し、全部で２６４枚集まりました。その中から、読み札１つに１つの絵札を選抜

していただいてカルタを仕上げたいと思っております。そこで、本日の資料の中から選んでいた

だけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。資料につきましては、「あ」～「ん」まで

ございまして、全部で４６文字あります。その中で絵札もものすごく偏っておりまして、一つの

文字で３０枚近く応募があったものもありますし、１枚も出なかった文字もありました。１枚だ

け応募があったものは、文章と合っていればその絵札を採用とさせていただきたいと考えており

ます。たくさんあったものは、図書館職員である程度絞らせていただきました。プリントさせて

いただいている中から選んでいただけたらなと思っております。例えば、資料最初の「あ」とい

う文字でしたら、１０枚→３枚と書いてあるのは１０枚の応募があってその中から３枚に絞らせ

ていただきましたということです。文章の方は矢印の右側が委員Ｂさんに「こういうふうに変え

た方が」とご意見をいただき、変更させていただいた部分になります。   

委員Ｂ  私の意見を取り入れてくださり、ありがとうございました。   

図書館長  とんでもないです。ありがとうございます。   

教育長  それでは委員の皆さん、申し訳ございませんが、それぞれ見ていただいて、複数あ

るものについては、どれが一番良いのか選んでいただいて○を付けてください。時間をとります

のでよろしくお願いします。   

終わりましたでしょうか。図書館長、これは出してもらったらいいのでしょうか。   

図書館長  いただいてよろしいでしょうか。   
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教育長  後で回収させていただきます。ありがとうございました。それでは、その他で他に

ございませんか。 

子ども政策課長、先日のことを話してください。   

こども政策課長  先日、７月２６日に広陵町のこども計画策定に伴うワークショップを開催

させていただきました。当日は１８名の方に参加いただいております。参加者には教育長の挨拶

の後、広陵町のこども計画についての説明、子どもの人権に関する話をさせていただきました。

続いて、広陵町にまつわるクイズでアイスブレイクをし、子どもたちにがリラックスした雰囲気

の中で、また、チームの団結力を高められるような雰囲気を出すように努めて、ワークショップ

を始めさせていただきました。ワークショップの中では、広陵町の小学校４年生から２２歳の方

が参加され、その方々が日頃、学校あるいは学校以外で困っていることをそれぞれ付箋に書いて

いただきました。困りごとについては１人５枚以上など目標を設定して書いていただき、３つに

分かれたグループの中でその付箋を見せ合って、それぞれのグループの中で共有していただきま

した。その後に、グループの中で類似した意見を集めて、それに対する問題点を書き出し、最終

的に各グループがそれぞれ問題点を発表し、町に示していただいたという内容になっております。

このワークショップは２回ございまして、来週８月２日にまたワークショップを開催させていた

だきます。学校での困りごとや学校以外での困りごとの解決策を皆さんに考えていただき、そこ

から、わくわくする広陵町、皆さんが理想とする広陵町にするためにどうしたらいいかというよ

うな話を進めてまいりまして、広陵町のためにいろいろな意見を出し合っていただくということ

を予定しております。これらのワークショップを受けて、出ました意見を子ども計画の中に反映

させていくという作業を行っていき、パブリックコメントを経て、来年３月の議会に広陵町子ど

も計画として上程するという流れになっております。 

なお、２回のワークショップの内容につきましては、教育委員の皆様方に改めて詳しくご報告

させていただきますので、よろしくお願いいたします。  

教育長  ありがとうございました。こども課長、何かありますか。   

こども課長  私から報告をさせていただきます。放課後子ども育成教室、いわゆる学童なん

ですけども、夏休み先週から入りまして利用状況を見ておりますけれども毎年夏休み人数が少な

く、利用人数が少なくなるんですが、今年度につきましても大体登録者数の７割から７割５分、

通常でしたら８割ぐらいまでいくのですけども、１割ほど利用者が減っています。理由を聞いて

いますと、やはり旅行に行ったりとかおじいちゃんおばあちゃんのところに行ったりとかいうこ

とで利用者が少なくなっているということです。熱い日中は、ちょっと遊びに行けない、外に出

られないというストレスが溜まってこようかなと思うんですけど、そこら辺のところは屋内で実

際に遊べる遊び等を工夫しながら、やっていきたいということです。 

あと、民間学童の方ですが、放課後児童クラブみのり教室が７月１日から開始をいたしました。

７月１日現在で６２人の登録があるということです。今のところ保護者からの苦情等を聞いてお

りませんので、また現地を定期的に見に行きながらそこら辺の対応をしていきたいと思います。

以上でございます。   

教育長  はい、ありがとうございます。スポーツ振興課長はどうですか。   

スポーツ振興課長  ８月２日土曜日、３日日曜日の１泊２日でスポーツ少年団の５、６年生

の希望者を対象とした野外活動、キャンプ活動を行います。毎年行っておりますが、今年は国立

曽爾高原青少年自然の家に行かせていただきます。参加人数は男子が１７名、女子が２８名の計

４５名で、大型バス１台で行かせていただきます。１日目は簡単なゲームやキャンプファイヤー、

２日目はお昼に野外炊飯をして、終了後に体育館でのボール遊びを予定しております。真夏の暑

い時期でございますので、熱中症等には十分気をつけ、また、事故のないように行ってまいりた

いと思っております。私からは以上でございます。   

教育長  ありがとうございました。続いて、生涯学習課長、何かございますか。   
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生涯学習課長  私からは、公民館事業の報告をさせていただきます。来月８月の２４日日曜

日ですが、町内の小学生を対象にお仕事チャレンジデーを開催いたします。内容につきましては

昨年とほぼ同じで、全部で８種類のお仕事を設定しております。こちらにつきましては広報やホ

ームページの方でも周知をしてまいります。ちょっと暑い時期ではありますが、お時間があるよ

うでしたら、一度見学にお越しいただけたらと思います。私の方からは以上です。   

教育長  ありがとうございました。教育総務課長何かありますか。   

教育総務課長  ありません、はい。   

教育長  それではこれで終わらせていただきます。 


